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教育実習生のリ ー ダ ー シップ測定項目の作成と妥当性の検討

PM式リ ー ダー シップ測定項目の再整理T

吉田道雄＊

熊本大学教育学部附属教育実践研究指導センタ一 本

教育実習生および児童・生徒に対する調査をもとに 教育実習生のリ ー ダ ー シップを測定するための

項目を作成し， その妥当性の検討を試みた. 46項目の「リ ー ダ ー シップ行動」を因子分析し 目標・

課題達成（ performance）行動と集団維持（ maintenance）行動の二つの行動に分類した． 各IO項目

が P,M行動を測定するための項目として選択された． 児童を対象にした調査で得られたリ ー ダ ー シ

ップ・ パタ ー ン（P,M 行動の発揮の程度〉と， 1）実習成績， 2）児童が自分の教育英習生を記憶し

ている程度， のその教育実習生に対する「親しみ」を感じている度合などについての分析を行った．

いずれの要因においても P,M行動をともに発揮しているPMタイプのリ ー ダ ーが望ましい効果をお

よぼしている傾向がみられ， P,pm タイプでは比較的否定的な回答が多くみられた． こうした傾向は，

これまでの研究結果とも一致していた．
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1. は じ め に

吉田（19>\4）は三隅・吉崎・篠原（1977）が作成した

教師のリ ー ダ ー シップ測定項目を用いて， 小学校におけ

る教育実習生（以下実習生と呼ぶ〉の教育実習（以下実

習と呼ぶ〉期間中のリ ー ダ ー シップの変化について検討

を行った． その結果， 実習を経験することによって， 主

として児童の学習行動を促進させるためにと ら れ る P

( performance）行動および児童集団をまとめ， 維持する

ことを目的とした M(maintenance）行動の両方に， あ

る程度の向上が認められた． しかしながら， その変化は

あらかじめ予想されたよりもはるかに少なし両行動を

構成する個々の項目（P, M ともに各7項目で測定〉に

は， ほとんど変化が認められないものも見いだされた．

こうした結果が生じた原因として， 使用されたリ ー ダ ー

シップの測定項目が， 現職教師を対象にして作成された
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ものであることが指摘された． 事実， 実習生自身からも

自分たちのリ ー ダ ー シップを測定するものとしては， 実

行不可能と思われるような項目があり， 適切さに欠けて

いるのではないかとしづ意見が出された． こうした状況

をふまえ， 本研究では実習生のリ ー ダ ー シップを測定す

るための， より妥当性の高い測定項目を作成することに

Lた． 項目の整理・選択にあたっては， その基礎とする

質問項目として， 三隅ら（1977）が現職教師のリ ー ダ ー

シップ測定項目を作成する際に用 い た 46 項目をそのま

ま使用した（項目の内容については表1を参照さ れ た

い ）． まったく新しい項目収集作業から始める こ と も無

意味なことではないが， 現職教師のリ ー ダ ー シップ行動

を測定する尺度を作成するにあたって， すでに十分な検

討が行われている上記の項目を基にするほうが， 現職教

師のリ ー ダ ー シップと実習生のそれとの比較も可能にな

り， 実践的にはより望ましいと思われた．

本研究ではまず， 実習生に対して予備調査を実施し，

実習生にとって実行可能なリ ー グ ー シップ行動を明らか

にした． 次に， その結果に基づいてリ ー ダ ー シップ測定

項目の集約・整理を行った． さらに選択された項目を用

いて， 児童・生徒に対して調査を行い， リ ー ダ ー シップ

行動の評定と実習成績との関連， 一定期間後に実習生を
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